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規

則

■群
馬
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
一
号

群
馬
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
五
年
群
馬
県
規
則
第
四
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
省
令
第
五
条
の
五
の
三
の
項
中
「
第
五
条
の
五
の
三
」
の
下
に
「
・
省
令
第
五
条
の

五
の
三
の
二
」
を
加
え
、
同
表
省
令
第
十
条
の
十
の
三
の
項
中
「
第
十
条
の
十
の
三
」
の
下
に
「
・

省
令
第
十
条
の
十
の
三
の
二
」
を
加
え
、
同
表
省
令
第
十
条
の
二
十
四
の
項
中
「
第
十
条
の
二
十

四
」
の
下
に
「
・
省
令
第
十
条
の
二
十
四
の
二
」
を
加
え
、
同
表
省
令
第
十
二
条
の
十
一
の
三
の
項

中
「
第
十
二
条
の
十
一
の
三
」
の
下
に
「
・
省
令
第
十
二
条
の
十
一
の
三
の
二
」
を
加
え
る
。

第
７

条
第

５
項

第
４

号

別
記
様
式
第
一
号
（
第
三
面
）
及
び
別
記
様
式
第
四
号
（
第
二
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
７

条
第

５
項

第
４

号
チ

リ

別
記
様
式
第
八
号
（
表
面
）
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
「

第
９

条
第

６
項

又
は

第
７

項
イ

」
を
「

」
に
改

ロ
ハ

ニ
ホ

ヘ
チ

リ
ヌ

ロ
ハ

ニ
ホ

ヘ
ト

リ
ヌ

ル

め
、
同
様
式
（
表
面
）
備
考
２
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
法

第
９

条
第

７
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

に
あ

っ
て

は
該

当
す

る
に

至
っ

た
欠

格
要

、
「

件
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

具
体
的

事
由

及
び

欠
格

要
件
に

該
当

す
る

」
、
「

」
「

に
至

っ
た

年
月
日

を
記

載
し

な
い

こ
と

」
。

３
法

第
９
条

第
６

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
に
あ

っ
て

は
次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
、

。

該
当

す
る

に
至

っ
た

欠
格

要
件

の
欄

に
つ

い
て

は
裏

面
を
参

照
し

法
第
７

条
第

「
」

、
、

５
項

第
４

号
ロ

か
ら

ト
ま

で
又

は
リ

か
ら

ル
ま
で

同
号

リ
か
ら

ル
ま

で
に

掲
げ

る
者

に
あ

（

っ
て

は
同
号

イ
又

は
チ

に
係

る
も

の
を

除
く

の
う

ち
該
当

す
る

に
至
っ

た
も

の
に

○
、

。
）

印
を

付
け

る
こ

と
。

欠
格

要
件

に
該

当
す

る
に
至

っ
た

具
体

的
事
由

の
欄

に
そ
の

記
載

事
項

の
全

て
を

記
「

」

載
す

る
こ
と

が
で

き
な

い
と

き
は

同
欄

に
別

紙
の

と
お
り

と
記

載
し

別
紙

を
添

付
、

「
」

、

す
る

こ
と
。

４
法

第
９

条
第

６
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

に
あ

っ
て

は
欠
格

要
件

に
該
当

す
る

に
至

っ
た

日

か
ら

２
週
間

以
内

に
同
条

第
７

項
の
規

定
に

よ
る

届
出
に

あ
っ

て
は

欠
格

要
件

に
該

当
す

、

る
に

至
っ
た

後
遅

滞
な
く

こ
の

届
出
書

を
提

出
す

る
こ
と

、
。

別
記
様
式
第
八
号
（
裏
面
）
中

「

」

イ
成
年

被
後

見
人

若
し

く
は

被
保

佐
人

又
は

破
産

者
で
復

権
を

得
な

い
も

の

をイ
心
身

の
故

障
に

よ
り

そ
の

業
務
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

な
い
者

と
し

て
環

境
省

令
で

「

定
め

る
も

の

」

ロ
破

産
手

続
開

始
の

決
定

を
受

け
て

復
権

を
得

な
い

者

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」

ロ
ハ

ハ
こ

の
ニ

こ
の

ニ
第

７
条
の

４
第

１
項

ホ
第

７
条

の
４

第
１

項
ホ

第
７

条
の

４
ヘ

第
７
条

の
４

ヘ

を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

ホ
ト

ヘ
ホ

の
ヘ

の
ト

そ
の

チ
そ

の

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、

チ
リ

が
イ

か
ら

ト
ま
で

が
イ

か
ら

チ
ま

で
リ

ヌ

又
は

政
令

で
定

め
る

使
用

人
の

う
ち

に
イ

か
ら

ト
ま

で
を

又
は

政
令
で

定
め

る
使

用
人

の
う

「

」

「

ち
に

イ
か

ら
チ

ま
で

ヌ
ル

で
政

令
で

定
め

る
使

用
人

の
う
ち

に
イ

か
ら

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

ト
ま

で
で

政
令
で

定
め

る
使

用
人

の
う

ち
に

イ
か
ら

チ
ま

で

第
７

条
第

５
項

第
４

別
記
様
式
第
十
四
号
（
第
二
面
）
及
び
別
記
様
式
第
十
六
号
（
裏
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

号
チ

第
７

条
第

５
項

第
４

号
リ

別
記
様
式
第
十
七
号
（
表
面
）
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、

第
７
条

の
２

第
４

項
又

は
第

５
項

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
（
表
面
）

イ
ロ

ハ
ニ

ホ
ヘ

ロ
ハ

ニ
ホ

ヘ
ト

備
考
２
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
法

第
１

４
条

の
２

第
３

項
に
お

い
て

準
用

す
る

法
第

７
条

の
２
第

５
項

の
規

定
に

よ
る

届

出
以

下
こ

の
備

考
に

お
い

て
第

５
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

と
い

う
に

あ
っ

て
（

「
」

。
）

は
該

当
す

る
に

至
っ

た
欠

格
要

件
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

具
体

的
事

、
「

」
、
「

由
及

び
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

年
月
日

を
記

載
し
な

い
こ

と
」

「
」

。

３
法

第
１

４
条
の

２
第

３
項

に
お

い
て

準
用

す
る
法

第
７

条
の

２
第

４
項

の
規
定

に
よ

る
届

出
以

下
こ

の
備

考
に

お
い

て
第

４
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

と
い

う
に

あ
っ

て
（

「
」

。
）

は
次

の
事

項
に
留

意
す

る
こ
と

、
。

該
当

す
る

に
至
っ

た
欠

格
要

件
の

欄
に

つ
い

て
は

裏
面

を
参
照

し
法

第
１
４

条
「

」
、

、

第
５

項
第

２
号
イ

法
第

７
条
第

５
項

第
４

号
イ
又

は
チ

に
係

る
も

の
を

除
く

又
は

法
（

。
）

第
１

４
条

第
５
項

第
２

号
ハ

か
ら

ホ
ま

で
法

第
７

条
第

５
項

第
４

号
イ

若
し
く

は
チ

又
は

（

法
第

１
４

条
第
５

項
第

２
号

ロ
に

係
る

も
の

を
除
く

の
う

ち
該

当
す

る
に
至

っ
た

も
の

。
）

に
○

印
を

付
け
る

こ
と

さ
ら

に
法

第
１

４
条
第

５
項

第
２
号

イ
に

該
当

す
る

場
合

に
あ

。
、

っ
て

は
法
第

７
条

第
５

項
第

４
号

ロ
か

ら
ト
ま

で
の

う
ち

該
当

す
る

も
の

に
○

印
を

付
け

、

る
こ

と
。

欠
格

要
件

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
具

体
的

事
由

の
欄

に
そ

の
記

載
事

項
の

全
て

を
記

「
」

載
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
同

欄
に

別
紙

の
と

お
り

と
記

載
し

別
紙

を
添

付
、

「
」

、

す
る

こ
と
。

４
第

４
項
の

規
定

に
よ
る

届
出

に
あ

っ
て

は
欠

格
要

件
に
該

当
す

る
に

至
っ

た
日

か
ら

２
週

間
以

内
に

第
５

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
に
あ

っ
て

は
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

後
、

遅
滞

な
く

こ
の

届
出

書
を

提
出

す
る

こ
と

、
。

第
７

条
第

５
項

第
４

号
イ

か
ら

ト
ま

で
第

７
条

第
５

別
記
様
式
第
十
七
号
（
裏
面
）
中
「

」
を
「

」
に
、

項
第

４
号
イ

か
ら

チ
ま

で
「

」

イ
成

年
被

後
見

人
若
し

く
は

被
保

佐
人

又
は

破
産

者
で
復

権
を

得
な

い
も

の

をイ
心
身

の
故

障
に

よ
り

そ
の

業
務

を
適

切
に

行
う

こ
と
が

で
き

な
い

者
と

し
て

環
境

省
令

で

「

定
め

る
も

の

」

ロ
破
産

手
続

開
始

の
決

定
を

受
け
て

復
権

を
得

な
い

者
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ロ

禁
錮

ハ
禁
錮

ハ
こ

の
ニ

こ
の

ニ
第

７
条

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

の
４

第
１
項

ホ
第

７
条

の
４

第
１

項
ホ

第
７

条
の

４
ヘ

第
７

条
の

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

４
ヘ

ホ
ト

へ
ホ

の
ヘ

の
ト

そ
の

チ

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

そ
の

別
記
様
式
第
十
八
号
（
表
面
）
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、

第
７

条
の

２
第

４
項

又
は

第
５

項

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
（
表
面
）

イ
ロ

ハ
ニ

ホ
ヘ

ロ
ハ

ニ
ホ

ヘ
ト

備
考
２
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
法
第

１
４

条
の

５
第

３
項

に
お

い
て

準
用

す
る

法
第
７

条
の

２
第
５

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
以

下
こ

の
備

考
に

お
い

て
第

５
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

と
い

う
に

あ
っ

て
（

「
」

。
）

は
該

当
す

る
に
至

っ
た

欠
格

要
件

欠
格

要
件

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
具

体
的

事
、
「

」
、
「

由
及

び
欠

格
要
件

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
年

月
日

を
記

載
し

な
い

こ
と

」
「

」
。

３
法

第
１

４
条

の
５

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法
第

７
条

の
２

第
４

項
の

規
定
に

よ
る

届

出
以

下
こ

の
備

考
に

お
い

て
第

４
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

と
い

う
に

あ
っ

て
（

「
」

。
）

は
次

の
事

項
に

留
意

す
る

こ
と

、
。

該
当
す

る
に

至
っ
た

欠
格

要
件

の
欄
に

つ
い

て
は

裏
面

を
参

照
し

法
第

１
４
条

「
」

、
、

第
５
項

第
２

号
イ

法
第

７
条

第
５

項
第

４
号

イ
又
は

チ
に

係
る

も
の

を
除

く
又

は
法

（
。
）

第
１

４
条

第
５

項
第

２
号

ハ
か

ら
ホ

ま
で

法
第

７
条

第
５

項
第

４
号

イ
若

し
く

は
チ

又
は

（

法
第

１
４

条
第

５
項

第
２

号
ロ

に
係

る
も

の
を

除
く

の
う

ち
該
当

す
る

に
至
っ

た
も

の
。
）

に
○

印
を

付
け

る
こ

と
さ

ら
に

法
第

１
４

条
第
５

項
第

２
号
イ

に
該

当
す

る
場

合
に

あ
。

、

っ
て

は
法

第
７
条

第
５

項
第
４

号
ロ

か
ら

ト
ま
で

の
う

ち
該

当
す

る
も

の
に

○
印

を
付

け
、

る
こ

と
。

欠
格

要
件

に
該
当

す
る

に
至

っ
た

具
体

的
事

由
の

欄
に

そ
の

記
載

事
項

の
全

て
を

記
「

」

載
す

る
こ

と
が
で

き
な

い
と

き
は

同
欄

に
別
紙

の
と

お
り

と
記

載
し

別
紙

を
添

付
、

「
」

、

す
る

こ
と
。

４
第

４
項

の
規

定
に

よ
る
届

出
に

あ
っ

て
は

欠
格

要
件

に
該
当

す
る

に
至

っ
た

日
か

ら
２

週

間
以

内
に

第
５

項
の

規
定
に

よ
る

届
出

に
あ
っ

て
は

欠
格

要
件

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
後

、

遅
滞

な
く

こ
の

届
出

書
を
提

出
す

る
こ

と
、

。

第
７

条
第

５
項
第

４
号

イ
か

ら
ト

ま
で

第
７

条
第

５

別
記
様
式
第
十
八
号
（
裏
面
）
中
「

」
を
「

」
に
、

項
第

４
号

イ
か

ら
チ

ま
で

「

」

イ
成

年
被
後

見
人

若
し

く
は

被
保

佐
人
又

は
破

産
者

で
復
権

を
得

な
い

も
の

をイ
心

身
の

故
障

に
よ

り
そ

の
業

務
を

適
切

に
行

う
こ

と
が
で

き
な

い
者

と
し

て
環

境
省

令
で

「

定
め

る
も
の

」

ロ
破

産
手

続
開

始
の

決
定

を
受

け
て

復
権

を
得

な
い

者

ロ
禁

錮
ハ

禁
錮

ハ
こ

の
ニ

こ
の

ニ
第

７
条

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

の
４

第
１
項

ホ
第

７
条

の
４
第

１
項

ホ
第

７
条

の
４

ヘ
第

７
条

の

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

４
ヘ

ホ
ト

へ
ホ

の
ヘ

の
ト

そ
の

チ

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

そ
の

別
記
様
式
第
二
十
一
号
（
表
面
）
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、

第
９

条
第

６
項

又
は

第
７

項

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
（
表
面
）

イ
ロ

ハ
ニ

ホ
ヘ

ロ
ハ

ニ
ホ

ヘ
ト

備
考
２
か
ら
４
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
法

第
１

５
条

の
２

の
６

第
３

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法
第

９
条

第
７

項
の

規
定

に
よ
る

届

出
以

下
こ

の
備

考
に

お
い

て
第

７
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

と
い

う
に

あ
っ

て
（

「
」

。
）

は
該
当

す
る

に
至
っ

た
欠

格
要

件
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

具
体

的
事

、
「

」
、
「

由
及

び
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

年
月

日
を

記
載

し
な

い
こ

と
」

「
」

。

３
法
第

１
５

条
の

２
の

６
第

３
項

に
お

い
て

準
用

す
る
法

第
９

条
第

６
項

の
規

定
に

よ
る

届

出
以

下
こ

の
備

考
に

お
い

て
第

６
項

の
規

定
に

よ
る

届
出

と
い

う
に

あ
っ

て
（

「
」

。
）

は
次
の

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
、

。

該
当

す
る

に
至

っ
た

欠
格

要
件

の
欄

に
つ

い
て

は
裏

面
を

参
照

し
法

第
１

４
条

「
」

、
、

第
５

項
第

２
号

イ
法

第
７

条
第

５
項

第
４

号
イ

又
は
チ

に
係

る
も

の
を

除
く

又
は

法
（

。
）

第
１
４

条
第

５
項

第
２

号
ハ

か
ら

ホ
ま

で
法

第
７

条
第

５
項

第
４

号
イ

若
し

く
は

チ
又

は
（

法
第
１

４
条

第
５

項
第

２
号

ロ
に

係
る

も
の

を
除

く
の

う
ち

該
当
す

る
に

至
っ
た

も
の

。
）

に
○
印

を
付

け
る

こ
と

さ
ら

に
法

第
１

４
条

第
５
項

第
２

号
イ

に
該

当
す

る
場
合

に
あ

。
、

っ
て
は

法
第

７
条
第

５
項

第
４
号

ロ
か

ら
ト

ま
で

の
う

ち
該

当
す
る

も
の

に
○

印
を

付
け

、

る
こ
と
。

欠
格
要

件
に

該
当
す

る
に

至
っ

た
具

体
的

事
由

の
欄

に
そ

の
記

載
事

項
の

全
て

を
記

「
」

載
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
同

欄
に

別
紙
の

と
お

り
と
記

載
し

別
紙
を

添
付

、
「

」
、

す
る

こ
と
。

４
第

６
項

の
規
定

に
よ

る
届

出
に

あ
っ

て
は

欠
格
要

件
に

該
当
す

る
に

至
っ

た
日

か
ら

２
週

間
以

内
に

第
７
項

の
規

定
に
よ

る
届

出
に

あ
っ
て

は
欠

格
要

件
に

該
当

す
る

に
至

っ
た

後
、

遅
滞

な
く

こ
の

届
出

書
を

提
出

す
る

こ
と

、
。

第
７

条
第

５
項

第
４
号

イ
か

ら
ト
ま

で
第
７

条
第

別
記
様
式
第
二
十
一
号
（
裏
面
）
中
「

」
を
「

」
に
、

５
項

第
４

号
イ
か

ら
チ

ま
で

「

」

イ
成

年
被

後
見

人
若

し
く

は
被

保
佐

人
又
は

破
産

者
で

復
権

を
得

な
い

も
の

をイ
心

身
の
故

障
に

よ
り

そ
の

業
務

を
適

切
に

行
う

こ
と

が
で
き

な
い

者
と

し
て

環
境

省
令

で

「

定
め

る
も

の

」

ロ
破

産
手
続

開
始

の
決

定
を

受
け

て
復

権
を

得
な

い
者

ロ
禁

錮
ハ

禁
錮

ハ
こ
の

ニ
こ

の
ニ

第
７

条

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

の
４

第
１

項
ホ

第
７

条
の

４
第
１

項
ホ

第
７

条
の

４
ヘ

第
７

条
の

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

４
ヘ

ホ
ト

へ
ホ

の
ヘ

の
ト

そ
の

チ

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

そ
の

別
記
様
式
第
二
十
二
号
（
裏
面
）
、
別
記
様
式
第
三
十
一
号
（
裏
面
）
及
び
別
記
様
式
第
三
十
二

第
７

条
第
５

項
第

４
号

イ
か

ら
ヌ

ま
で

第
７

条
第

５
項

第
４

号
イ
か

ら
ル

号
（
裏
面
）
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

ま
で

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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３

改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
二
号

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る

規
則

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
群
馬
県
条

例
第
三
十
二
号
）
の
施
行
期
日
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
と
す
る
。
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告 示■

◎群馬県告示第２２５号

個人の県民税に係る控除対象寄附金等の指定の告示（平成２０年群馬県告示第４７９号）の一部を次のように改

正し、公布の日から施行する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

１の項の表条例第３７条の３第１項第８号に掲げる寄附金の部高崎市の項中

「
学校法人福島学園に対する寄附金 「

学校法人福島学園に対する寄附金
学校法人フランシスコ学園に対する寄附金 を に改め、

学校法人松山学園に対する寄附金
学校法人松山学園に対する寄附金 」

」

同部太田市の項中

「
学校法人太田仁愛幼稚園に対する寄附金 「

学校法人太田仁愛幼稚園に対する寄附金
学校法人太田幼稚園に対する寄附金 を に改め、

学校法人金山学園に対する寄附金
学校法人金山学園に対する寄附金 」

」

同部東京都文京区の項の次に次のように加える。

東京都大田区 学校法人聖フランシスコ学園に対する寄附金

１の項の表条例第３７条の３第１項第９号に掲げる寄附金の部みどり市の項中

「
「 社会福祉法人ラ・クールに対する寄附金

社会福祉法人ラ・クールに対する寄附金 を に改め
」 社会福祉法人咲福祉会に対する寄附金

」

る。

◎群馬県告示第２２６号

群馬県県税条例（昭和２５年群馬県条例第３２号）第１４６条の１１第５項の規定により交付した次の免税証に

ついて、亡失した旨の報告があったので、無効とする。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

免税証を
免税証 記 号 免税証に記載された販売業者の

業 種 枚 数 有 効 期 間 交付した 亡失年月日
の種類 番 号 所在地及び名称

事務所

10リッ 農業 C04900859 １枚 平成３１年３月 群馬県藤岡市立石７３４ 高崎行政 令和元年１
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トル券 ２２日から令和 株式会社万寿屋 県税事務 ０月３０日
２年２月２９日 藤岡新町給油所 所
まで

20リッ 農業 E04901656～ ３枚 平成３１年３月 群馬県藤岡市立石７３４ 高崎行政 令和元年１
トル券 E04901658 ２２日から令和 株式会社万寿屋 県税事務 ０月３０日

２年２月２９日 藤岡新町給油所 所
まで

◎群馬県告示第２２７号

土壌汚染対策法（平成１４年法律第５３号）第１１条第１項の規定により、特定有害物質によって汚染されてい

る区域を次のとおり指定する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 指定する区域 安中市磯部二丁目字田中田３９０番１の一部、４０６番１の一部、４０８番５の一部、４１０

番１の一部、４１２番１の一部、４１３番１の一部、字下山ノ根５５６番３の一部、５５６番４の一部、５５６

番１４の一部、西上磯部字下山ノ根５５２番３の一部、松井田町人見字大宮１番１０の一部

２ 指定に係る特定有害物質の種類

(1) 土壌汚染対策法施行規則（平成１４年環境省令第２９号。以下「規則」という。）第３１条第１項の基準に

適合していない特定有害物質の名称 ふっ素及びその化合物

(2) 規則第３１条第２項の基準に適合していない特定有害物質の名称 鉛及びその化合物

◎群馬県告示第２２８号

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（昭和４４年法律第５７号）第３条第１項の規定により、次の区

域を急傾斜地崩壊危険区域に指定した。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

北中裏（Ｂ）地区急傾斜地崩壊危険区域

次に掲げる地番の土地に設置した標柱１号から１５号までを順次結んだ線、次に掲げる地番の土地に設置した標

柱１５号と平成２９年１月２７日告示第２５号で指定した西久方町一丁目地区急傾斜地崩壊危険区域の標柱７号と

６号と５号を順次結んだ線及び同告示で指定した同区域の標柱５号と次に掲げる地番の土地に設置した標柱１号と

を結んだ線に囲まれた土地の区域

標柱を設置した土地の地番

標柱番号 郡市 町村 大字 字 地番

１ 桐生市 西久方町一丁目 ８２１番１

２ 同 平井町 １１３０番７２

３ 同 同 同
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４ 同 同 同

５ 同 同 １１３０番７１

６ 同 同 同

７ 同 同 １１３０番１

８ 同 同 １１３０番３３

９ 同 同 １１３０番７６

１０ 同 同 １１３０番２１

１１ 同 同 １１３０番２４

１２ 同 同 １０６２番１４

１３ 同 同 １０６２番２

１４ 同 同 １１３０番４９

１５ 同 同 １１３０番４８

この関係書類は、群馬県県土整備部砂防課及び群馬県桐生土木事務所において縦覧に供する。

公 告■

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により、保安林の指定施業要件を変更する予定について、

その森林の所有者及びその森林に関し登記した権利を有する者に通知をしたところ、次の者の所在が不分明なため、

同法第１８９条の規定により、通知の内容を前橋市役所に掲示したので、その要旨を次のとおり公告する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

１(1) 指定施業要件変更予定保安林の所在場所及び登記済みの権利者

指定施業要件変更予定保安林の所在場所 登記済みの権利者 備考

前橋市三夜沢町２２６の２ 千村真理子

前橋市市之関町４６８の１、４７２の１ 角田昇滋

(2) 指定の目的 風害の防備

(3) 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

(ｱ) 主伐に係る伐採種は、定めない。

(ｲ）主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定

める標準伐期齢以上のものとする。

(ｳ) 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

２(1) 指定施業要件変更予定保安林の所在場所及び登記済みの権利者

指定施業要件変更予定保安林の所在場所 登記済みの権利者 備考

前橋市柏倉町２４８８ 中西孝久
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(2) 指定の目的 水害の防備

(3) 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

(ｱ) 主伐は、択伐による。

(ｲ) 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定

める標準伐期齢以上のものとする。

(ｳ) 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度 次のとおりとする。

３(1) 指定施業要件変更予定保安林の所在場所及び登記済みの権利者

指定施業要件変更予定保安林の所在場所 登記済みの権利者 備考

前橋市苗ヶ島町１４８４の１、１４８４の５、１５１２、１５１４の 星野富美夫
３、１５１４の６

彪前橋市苗ヶ島町１４８８ 平田

前橋市苗ヶ島町１５８０の２、１６００、１６０１の１ 石橋武平 共有林

前橋市鼻毛石町１９９３の６ 梅澤計久

前橋市鼻毛石町１９９４の１ 小林孝

前橋市鼻毛石町２５２８の１ 原かね子

(2) 指定の目的 干害の防備

(3) 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

(ｱ) 主伐に係る伐採種は、定めない。

(ｲ) 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定

める標準伐期齢以上のものとする。

(ｳ) 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

「次のとおり」は、省略し、その関係書類を群馬県森林環境部森林保全課及び前橋市役所に備え置いて縦覧に供

する。

保安林指定施業要件変更予定告示 令和元年１０月１８日群馬県告示第１６５号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により、保安林の指定施業要件を変更する予定について、

その森林の所有者及びその森林に関し登記した権利を有する者に通知をしたところ、次の者の所在が不分明なため、

同法第１８９条の規定により、通知の内容を高崎市役所に掲示したので、その要旨を次のとおり公告する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

１(1) 指定施業要件変更予定保安林の所在場所及び登記済みの権利者
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指定施業要件変更予定保安林の所在場所 登記済みの権利者 備考

清水安太郎高崎市倉渕町権田字三塚原５４３６、５４３７

(2) 指定の目的 風害の防備

(3) 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

(ｱ) 主伐は、択伐による。

(ｲ) 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定

める標準伐期齢以上のものとする。

(ｳ) 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度 次のとおりとする。

２(1) 指定施業要件変更予定保安林の所在場所及び登記済みの権利者

指定施業要件変更予定保安林の所在場所 登記済みの権利者 備考

高崎市倉渕町川浦字氷妻２７の９４、２７の９５ 清水興業株式会社

(2) 指定の目的 公衆の保健

(3) 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

(ｱ) 主伐に係る伐採種は、定めない。

(ｲ) 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定

める標準伐期齢以上のものとする。

(ｳ) 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

「次のとおり」は、省略し、その関係書類を群馬県森林環境部森林保全課及び高崎市役所に備え置いて縦覧に供

する。

保安林指定施業要件変更予定告示 令和元年１０月１８日群馬県告示第１６６号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により、保安林の指定施業要件を変更する予定について、

その森林の所有者及びその森林に関し登記した権利を有する者に通知をしたところ、次の者の所在が不分明なため、

同法第１８９条の規定により、通知の内容を渋川市役所に掲示したので、その要旨を次のとおり公告する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 指定施業要件変更予定保安林の所在場所及び登記済みの権利者

指定施業要件変更予定保安林の所在場所 登記済みの権利者 備考

渋川市赤城町栄字沖門北３５６、字十二通上６２７、６３０の１から 串淵夘三 共有林
６３０の４まで、６３４の１、６４２の１、８６６の１、８８３の
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１、８８８、８９１、８９８の１、８９８の５から８９８の１１ま
で、９１２の１から９１２の３まで

２ 指定の目的 風害の防備

３ 指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 主伐は、択伐による。

イ 主伐として伐採することができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める

標準伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度 次のとおりとする。

「次のとおり」は、省略し、その関係書類を群馬県森林環境部森林保全課及び渋川市役所に備え置いて縦覧に供

する。

保安林指定施業要件変更予定告示 令和元年１０月１８日群馬県告示第１６７号

農業振興地域の整備に関する法律（昭和４４年法律第５８号）第７条第１項の規定により、吉岡農業振興地域の

区域を次のとおり変更する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

変更後の吉岡農業振興地域は、北群馬郡吉岡町の区域のうち、次に掲げる区域を除く区域とする。

都市計画用途地域の変更に係る縦覧についての告示（令和元年吉岡町告示第２４８号）による変更後の都市計画

法（昭和４３年法律第１００号）に基づく用途地域

肥料取締法（昭和２５年法律第１２７号。以下「法」という。）第１２条第２項の規定により、次のとおり肥料

の登録有効期間を更新したので、法第１６条第１項の規定により公告する。

令和元年１２月１３日

群馬県知事 山 本 一 太

肥料の 保証成分量 その他の 生産業者の
登録番号 肥料の名称 有効期限

種 類 （％） 規 格 名称及び住所

群馬県登録 蒸製毛粉 フェザーミール 窒素全量 法第３条第 株式会社群馬県化成産業 令和７年１２
第１２３号 １２．５ １項の規定 前橋市荒口町１５０番地 月２６日

による公定 の１
規格のとお
り

第９７５８号令和元年１２月１３日（金） 群 馬 県 報
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人
事
委
員
会
規
則

■職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

群
馬
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

田

均

群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
失
職
」

を
削
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

第９７５８号令和元年１２月１３日（金） 群 馬 県 報



12

第９７５８号令和元年１２月１３日（金） 群 馬 県 報

公安委員会規則■

群馬県放置車両確認事務の委託の手続等に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。

令和元年１２月１３日

群馬県公安委員会委員長 金 子 正 元

群馬県公安委員会規則第７号

群馬県放置車両確認事務の委託の手続等に関する規則の一部を改正する規則

群馬県放置車両確認事務の委託の手続等に関する規則（平成１７年群馬県公安委員会規則第１４号）の一部を次

のように改正する。

第２条第３項中「第２条第２項第３号ハ及びニ」を「第２条第２項第３号ロ及びハ」に改める。

別記様式第１号中

「
□ 戸籍謄本又は抄本（外国人にあっては、国籍等の記載のある住民票の写し）

を
□ 登記事項証明書

」

「
□ 住民票の写し（住民基本台帳法第７条第５号に掲げる事項（外国人にあっては、同法第３０条の４５

に
に規定する国籍等）が記載されたものに限る。）

」

改める。

別記様式第４号及び別記様式第９号（裏）中「成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの」

を「破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者」に、「禁錮」を「禁錮」に、「覚せい剤」を「覚醒剤」に改め
こ

る。

別記様式第１４号中

「
□ 戸籍謄本又は抄本（外国人にあっては、国籍等の記載のある住民票の写し）

を
□ 登記事項証明書

」

「
□ 住民票の写し（住民基本台帳法第７条第５号に掲げる事項（外国人にあっては、同法第３０条の４５

に
に規定する国籍等）が記載されたものに限る。）

」

改める。

別記様式第１５号中「成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの」を「破産手続開始の決定

を受けて復権を得ない者」に、「禁錮」を「禁錮」に、「覚せい剤」を「覚醒剤」に改める。
こ

附 則

１ この規則は、令和元年１２月１４日から施行する。

２ この規則の施行の際現に改正前の群馬県放置車両確認事務の委託の手続等に関する規則（以下「改正前の規

則」という。）の規定により提出されている書類は、改正後の群馬県放置車両確認事務の委託の手続等に関する

規則の相当規定により提出されたものとみなす。

３ この規則の施行の際現に改正前の規則の規定により作成されている用紙は、当分の間、適宜補正して使用する

ことができる。
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病
院
管
理
規
程

■群
馬
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。令

和
元
年
十
二
月
十
三
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
病
院
管
理
規
程
第
二
号

群
馬
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

群
馬
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
平
成
十
五
年
群
馬
県
病
院
管
理
規
程
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
、

入
院

者
と

連
帯

極
度

額
を

限
度

と
し

て
入

院
者

と
連

帯

「

―

―

勤
務

先
Ｔ

Ｅ
Ｌ

」

注
１

申
込

者
欄

は
入

院
者

が
未

成
年

者
で

あ
る

場
合
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

、
。

を「

―

―

勤
務

先
Ｔ

Ｅ
Ｌ

（

）

極
度

額
円

病
院

記
載

欄

」

注
１

申
込

者
欄

は
入

院
者
が

未
成

年
者

で
あ
る

場
合

に
記
入

し
て

く
だ

さ
い

、
。

に
改
め
る
。

成
年

被
後

見
人
又

は
被

保
佐

人
精

神
の
機

能
の

障
害

に
よ

り
同

意

別
記
様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

又
は

不
同

意
の

意
思

表
示

を
適

切
に

行
う

に
当

た
っ

て
必

要
な
認

知
判

断
及
び

意
思

疎
通

を
適

切
、

」
に
改
め
る
。

に
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

者

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
改

正
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程

の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第９７５８号令和元年１２月１３日（金） 群 馬 県 報
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